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工事区分表

注記：本工事に該当するものは「　　」とし、「　　」の項目は適用しない

同上洗濯機パン　（配管接続含む）（周囲のシーリング共）

同上　一次側電気配管・配線及び接続

大型鏡
化粧鏡（既製品）

同上　ケーブルトレンチ及び蓋

カーテン、暗幕、ブラインド
カーテンボックス、暗幕ボックス、ブラインドボックス
カーテンレール

同上　煙感連動制御盤及び一次側・二次側配管配線

身障者用案内チャイム．音声誘導装置等
身障者用点字表示等
身障者用手摺

洗面カウンター（穴明け共）

ジェットタオル
ベビーシート、ベビーチェアー、多目的シート、着替え台

洗面化粧台、同化粧鏡
洗面化粧台バックガード

同上　一次側電気配管・配線及び接続
同上　給水・給湯・排水配管工事（接続共）

同上　給水・給湯・排水・配管工事（接続共）

同上　フード廻りに取り付ける幕板

同上　換気設備
同上　給湯リモコン・呼出ボタンの開口及び補強
同上　ドレン金具取付

ユニットシャワー、ユニットバス等（据え付けを含む）

同上　排水金物（オーバーフロー　有・無　共）

同上　排水金物（オーバーフロー　有・無　共）

（据え付けを含む）

同上　給水・給湯・排水・ガス配管工事（接続共）

同上　コンセント・操作パネル・接続工事

造り付け流し

同上　排水金物
同上　給水金物・給湯・排水・ガス配管工事（接続共）

据え付け流し（特注品） （据え付けを含む）

据え付け流し（既製品）

同上　コンセント・操作パネル・接続工事

同上　一次側電気配管・配線工事

換気フード
同上　ダクト接続工事

同上　換気設備工事

ミニキッチン（照明、レンジ等）

ＯＡフロア・フリーアクセスフロア床パネル（穴あけ含む）、床防塵塗料
同上　情報及びコンセント　（穴あけ含む）

衛生 空調区分項目 備考建築 電気 別途

煙感知器連動の防火防煙シャッター及び防煙垂れ壁
同上　自動開閉装置（レリーズ）
同上　動作用煙感知器及び電気配管・配線・接続
同上　動作表示及び電気配管・配線・接続

同上　制御盤
同上　制御盤の一次側電気配管・配線及び接続（予備電源共）

現場制作間仕切（ＬＧＳ等）の開口・補強

機械室等の　配管トレンチ・排水溝・桝・蓋及び塗床仕上
電気室等床の　配線トレンチ、蓋及び塗床仕上

｛本設（受電・電話・上水・下水・ガス等）から

ＲＣ造・ＳＲＣ造・ＰＣ造のスラブインサート

地中障害物撤去

ＰＣ部材の貫通・開口補強等、押込み部品の取り付け

Ｓ造・ＳＲＣ造の貫通スリーブ（鉄骨部分）

ＲＣ造・ＣＢ造の　スリーブ・箱入れ

同上　貫通箇所の補強（鉄骨穴明けを含む）

同上　貫通箇所の補強

工事現場保安要員、交通整理員
その他の仮設建物及び機械器具等

監理員事務所の架払い、備品、維持、補修
仮囲い・足場・桟橋等の架払い、維持、補修

同上　機器取り付け・配線

同上　位置出し・位置の指示

設備機器（ダクト・配管等）下の天井下地の吊りボルト支持及び補強
設備機器・器具・配管・配線・ダクト用つりボルト及びインサート

鋼製間易間仕切（既製品）及び　開口・補強

同上　機器取付用アンカー・架台・防震浮基礎及び位置出し
屋上設置機器の基礎・仕上・床補強

同上　機器取付用アンカー・架台・防震浮基礎及び位置出し
屋内設置機器の基礎・仕上・床補強

キュービクル保守架台
屋外型受水槽・キュービクル等の囲壁

同上　配管施工後の穴埋め
屋根防水箇所の配管塔（ＰＳ立ち上がり）（仕上を含む）

屋外設置機器の基礎・仕上

同上　排水金具・排水管及び接続

同上　マシンハッチ等駄目穴用補強及び閉鎖
同上　機械搬入用ホイストレール又は吊フック

同上　ウエザーカバー、ベントキャップ

内・外壁の　換気・排気・リタ－ン等の　ガラリ

同上　取り付け（シーリングを含む）
同上　ダクト接続工事

玄関出入口の床マット下の排水桝（仕上を含む）

同上　機器取付用アンカー・架台・防震浮基礎及び位置出し

換気扇の取り付け工事（壁・天井）

同上　天井切込み及び補強・補修　　壁　貫通孔及び補強・補修

点検口（床・壁・天井）及び　開口補強

防火区画・防火壁を貫通するダクト・配管等の防火処置

同上　リモートスイッチ取り付け
同上　電気配管・配線及び接続
同上　取り付け枠（木枠以外）
同上　取り付け枠（木枠）

照明器具・スピーカー等の天井埋込機器の切込み及び補強・補修

同上　位置出し・位置の指示
吹出口・吸込口空調機器等の天井埋込機器の切込み及び補強・補修

同上　位置出し・位置の指示

同上　位置出し・位置の指示

同上　位置出し・位置の指示
同上　配管・ボックス取り付け及び補強

同上　ボックス・機器取り付け、配管・配線及び接続
同上　位置出し・位置の指示

ＤＳ、ＰＳ、ＥＰＳ　床防塵仕上

部品は各工事に支給

部品は空調工事から支給

取付用穴明け：建築

図示のみ本工事

取付用穴明け：建築

便所・洗面カウンター部等

同上　スクリーンボックス

雨水排水竪管（外部配管）　　（第一会所までの横引き管を含む）

その他水槽（ＲＣ造）（仕上を含む）

同上　（内部配管）　　（第一会所までの横引き管を含む）

屋外排水管（雨水） 　（雨水桝を含む）
同上　（汚水）　　　　　（汚水桝を含む）
同上　（雑排水） 　　　（雑排水桝を含む）

同上　一次側電気配管・配線及び接続
同上　照明内蔵案内板等の二次側電気配管・配線及び接続

同上　　オーバーフロー

サイン（電照サイン含む）本体及び取付下地　独立サイン用基礎

消火器
消火器ボックス

搬送設備
同上　動力・一次側電気配管・配線及び接続

同上　排水溝・桝・蓋
同上　一次側電気配管・配線及び接続

同上用　排水溝・桝・蓋
同上用　衛生器具類取付・配管接続

嵩上げコンクリ－ト

同上用　給水・給湯・排水管等の接続、排水トラップ

厨房器具　及び　据付　排水トラップ（水栓共）

同上　給水・給湯・排水管等の接続　　

同上用　給排水金物

太陽光発電システム機器及び取付下地（アンカーボルト共）
同上　基礎及び仕上
同上　配管、配線工事

同上　一次側電気配管・配線及び接続

図示分のみ
図示分のみ

同上　遠方操作用電気配管・配線・接続（予備電源共）
同上　動作表示及び電気配管・配線・接続
同上　動作用煙感知器及び電気配管・配線・接続
防煙ダンパ及び温度ヒューズ付防煙ダンパー

同上　制御盤の一次側電気配管・配線及び接続

同上　二次側電気配管・配線及び接続
同上　一次側電気配管・配線及び接続
機械排煙設備（操作機構を含む）・排煙口・動作表示

同上　盤組込みの発信網・表示灯及び起動押しボタン
消火栓・補助散水栓箱総合盤（本体組込み型）火災警報機等の取付箱

同上　配管・配線及び接続

等の付属型制御盤（二次側を含む）
ユニット形消火栓ポンプ・スプリンクラーポンプ・自動給水装置

同上　一次側電気配管・配線及び接続

中央監視装置及び中央監視部分（防災盤）

同上　遠方操作用電気配管・配線及び接続
同上　遠方操作用機器　（取付含む）

空調設備の動力盤
同上　一次側電気配管・配線及び接続
同上　機器連動インターロック（火災発生時の空調機停止を含む）

セパレート型空調機の二次側電気配管・配線及び接続
空調機器のドレン排水（最寄り会所への接続を含む）

同上　給水管（槽外部１メートルまで）（接続を含む）
同上　水柱

同上　給気管
同上　排気管
同上　流入管（最寄り第一会所への接続を含む）
同上　放流管（最寄り第一会所への接続を含む）
同上　制御盤

同上　外部取り出し警報の電気配管・配線及び接続
同上　アース工事（接地極共）　

同上　制御盤一次側電気配管・配線及び接続
同上　制御盤二次側電気配管・配線及び接続

揚泥管・汚水管・潤泡管・送気管・散気管等

地下貯油槽（付属品を含む）
同上　遠隔油面計

同上　遠隔油面計用一次側電気配管・配線及び接続
同上　遠隔油面計用二次側電気配管・配線及び接続

同上　杭及び杭端処理及び杭頭補強

同上　遠隔油面計の取り付け

遠方注油口に設けるＤ種接地工事

同上　外部マンホール・チェッカープレート
浄化槽　ＲＣ造工事（コンクリート打ち放しまで）

同上　外部防水工事及び外装仕上（扉含む）

同上　内部機器用各種配管
同上　内部機器用アンカーボルト
同上　内部機器用基礎の仕上
同上　内部機器　（基礎含む）
同上　内部防水工事及び内装仕上

膨張水槽の溝面電極工事
受水槽・高架水槽の液面電極工事
汚水槽・雑排水槽の液面電極工事
湧水槽・雨水湧水槽の液面電極工事

液面電極以外の水位制御器（フロースイッチ等）

同上　ＲＣ造外部工事（コンクリート打ち放しまで）
同上　ＲＣ造外部の仕上（防水工事共）　

空調機等のリモートスイッチの機器取り付け・電気配管・配線及び接続

自動制御用電気配管・配線及び接続

自動制御機器の計装盤
同上　一次側電気配管・配線及び接続（電源供給）

防犯（機械警備）機器設備
同上用配管

電話機器設備（電話機・電話子機を含む）
同上用配管・配線工事（プレート・MJ含む）

同上用配管・配線工事
音響・映像システム機器及び配線工事

情報システム機器
ネットワーク（ＬＡＮ）機器（配線・ＭＪを含む）
同上用配管工事（プレートを含む）

上水引き込み（申請手続き共）
下水本管への接続（申請手続き共）

電気・電話の引き込みハンドホール・引き込み柱

外灯　（コンクリート基礎含む）

給水加入金・上水引き込み負担金・下水放流負担金・電力引き込み

音響ローカルアンプ等は別途工事

姿見鏡

同上　一次側電源
同上　電動装置　（二次側配線含む）

自動ドア

電動シャッタ－・電動スクリ－ン
同上　一次側電気配管・配線及び接続
同上　リモートスイッチの機器取付電気配管・配線及び接続

同上　電気錠廻り（建具内）の配線
同上　建具と制御盤間の配管配線

同上　制御盤と自火報受信機間の配管配線

同上　システムの電源供給
オ－トドアシステム用制御盤取り付け

同上　制御盤及び制御器への電源供給

同上　建具内配線
同上　システムのシリンダスイッチ　取り付け

同上　電気錠取付調整
電気錠制御盤及び制御器の取付

防火戸の自動閉鎖装置（レリ－ズ）

「電気錠関連」

同上　照明器具・コンセント（取り付けを含む）
同上　衛生器具・水栓(給水・給湯)・排水トラップ　（取り付けを含む）

同上　一次側配線・結線

同上　水栓類の取付

同上　下部の排水管
同上　フルカウンタ－内部さや管・水栓

同上　一次側電源接続(スイッチを含む)
同上　照明器具

同上　一次側電気配管・配線及び接続・点検用スイッチ共
同上　二次側電気配管・配線及び接続

同上　貫通補強
床・壁の貫通スリ－ブ・箱入れ
デッキプレート・ALC版・押出成形板等の床・壁開口補強及び切断

嵩上げコンクリ－ト

及び　ドアガラリ（ダクト接続用単管、プレフィルター共）

配管等躯体貫通部・不要穴あけ部の穴埋め・止水処理
外壁の埋め込み配管に対するひび割れ防止補強

同上　グリ－ストラップ

浴槽　（風呂釜と接続するもの）
浴槽　（風呂釜と接続しないもの）

シャワ－パン

映写スクリ－ン

床暖房（電気式または温水式）発熱体
床押え（嵩上げ）コンクリート、床仕上

床暖房コントロ－ラ－取付
制御盤を含む二次側配線等一式

マット用連絡管敷設共
制御配線通線及び結線共

ＲＣ造の　防火水槽・消火水槽・雨水槽（仕上を含む）

電波障害机上調査

空調機器の一次側電気配管・配線及び接続

建物引渡し時までの基本料金及び使用料金を含む}

工事用電話・電力・上水・下水・ガスの使用料金

衛生 空調区分項目 備考建築 電気 別途 衛生 空調区分項目 備考建築 電気 別途 衛生 空調区分項目 備考建築 電気 別途

同上　給水金物・給湯・排水・ガス配管工事（接続共）

電波実走調査・対策費

同上　ＲＣ躯体内部の充填砂（充填工事共）

同上　給水・給湯・排水・ガス配管工事（接続共）
同上　テンキーまたはカードリーダー

同上　トレンチ（ピット）及び蓋
同上　トレンチ（ピット）用分流槽（接続共）

負担金・CＡＴＶ引き込み負担金等の各種負担金

同上　杭及び杭端処理及び杭頭補強

洗面ボウル一体型カウンター
同上　排水トラップ

換気ガラリ(アルミ製建具)背面のチャンバーボックス

共通

貫通・補強

機械基礎

ﾋﾟｯﾄ・ﾏﾝﾎｰﾙ

その他

アスベスト等調査
アスベスト等対策費

防災・消火設備

電気錠・自動ドア

浴室・便所・等水廻り

空調・搬送・太陽光設備等

排水設備

貯水槽・貯留槽等設備

家具・什器・備品
事務机・椅子・ソファ・会議机・スチール棚・ロッカー・ベッド等
OAラック・コピー機・印刷機・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ等
造作家具
掲示板
ホワイトボード
流し台
冷蔵庫・電子レンジ等家電（厨房機器リスト記載以外）
自動販売機

引き渡し後、施設利用開始まで
家具・備品類移設
同上仮設養生
管制・通信機器の移設・新設
同上用一時側電源接続
電力・電話・上下水道・ガス料金
工事仮設物

電気自動車充電設備
基礎及び機器据え付け
同上用配管工事
同上用配線工事
機器上部雨よけ庇（基礎共）

ガス漏れ警報器・受信器・同電気配管・配線
ガス漏れ遮断弁

監視ｶﾒﾗ設備
同上配管
同上配線

施工時に発生した場合

トイレ内衛生工事
電気式

壁面固定のみ本工事

座位浴槽・浴槽専用車椅子
可動式洗髪椅子

電話交換機

大型洗濯機・大型乾燥機
同上　移設・接続工事 機械設備工事

家庭用洗濯機・乾燥機
家具詳細図掲載分本工事

移設品（図示）のみ本工事

移設厨房器具含む

移設厨房器具含む
移設厨房器具含む

一部別途

現契約業者にて別途移設工事
現契約業者にて別途工事

移設

現契約業者にて別途工事
現契約業者にて別途工事

厨房エリア、地域カフェ
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　 機械式駐車設備
　 医療ガス設備

・

地震力(水平及び鉛直)は次の設計用水平震度kH及び設計用鉛直震度Kv（KH/2）

主任技術者等

　　（ロ）資格の区分1）の資格を有する者
　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者
　・ 資格の区分2）
　　　　　水道部門又は衛生工学部門に合格した者
　　　　　部門（選択科目を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）､
　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械
　　　　　いう。）のうち、1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者
　　（イ）建設業法（昭和24年法律第100号）による技術検定（以下「技術検定」と
　・ 資格の区分1）
下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。

　は防凍保温を行う。　仕様は標準仕様書第2編3.1.4及び3.1.5とする。

（1）ステンレス鋼鋼管の接合は、下記による。

総合調整

・ 建築工事3.2.3による（　・ Ａ　・ Ｂ　・ Ｃ　）　　・ 根切り土の中の良質土

全て調整　　・ 風量調整　　・ 水量調整　　・ 室内外空気の温湿度の測定　

　　既設配管を含む部分の試験　　・ 要（方法及び圧力：　　　　　　　　　）　・ 不要

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、ダイヤモンドカッターを用い現況復旧

2説明板の大きさは、約１ｍ　とする。

系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の板を

はつり

塗装 ・ 塗装要（　　　　　　　　）

・ 屋内露出（ ・ 実験室　・　　　　）の保温外装は（ ・ アルミガラスクロス　・　　　　　　）
　（ ・ 浴室（ユニットは除く）  ・ 脱衣室  ・            ・            ）
・ 多湿箇所は下記の場所とする。（天井内共多湿箇所とする。）
・ 共同溝の保温は（標準仕様書第2編の施工箇所　　　　　　　　　）を適用する。

保温 ・ 屋外露出部（ ・ 給水管 ・ 消火管 ・ 膨張管 ・ ドレン管 ・　　　　　・ 弁類を含む）

（2）埋設表示用テープ
地中埋設標等

埋設配管

（1）地中埋設標

・ 行う　　　　　　・ 行わない
埋設給水本管の分岐・曲がり部等の衝撃防止装置

「機器と配管接続部」取付け箇所は図示による。絶縁継手

試験

（3）溶接部の非破壊検査　 ・ 不要　・ 要（　　　　　　　　　　　　）
　 　　・（ａ）　　・（ｂ）　　・（ｃ）

（2）建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管
　 　　・ 呼び径75Su以上（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　 　・ 呼び径60Su以下（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

配管

　・ 防災設備　　・ 監視制御設備　　・ 危険物貯蔵装置　　・ 火を使用する設備
　・ 給水装置　　・ 排水装置　　・ 換気機器　　・ 空調機器　　・ 熱源機器
・ 重要機器は次のものを示す。
　 中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平家建の場合は無し）

　　 場合は上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。
・ 上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の

設置場所 機器種別 重要機器 一般機器 重要機器 一般機器
・　一般の施設・　特定の施設

（※1）

（※1）

（※1）

屋上及び塔屋
上層階

地下・1階

設計用標準水平震度

2.0

1.5

1.0

（2.0）

（1.5）

（1.0）

〈2.0〉

〈1.5〉

〈1.5〉

1.5

1.0

0.6

（2.0）

（1.5）

（1.0）

〈1.5〉

〈1.0〉

〈1.0〉

0.6

1.0

1.5

（1.0）

（1.5）

2.0

〈1.0〉

〈1.0〉

〈1.5〉

0.4

0.6

1.0

（0.6）

（1.0）

（1.5）

〈0.6〉

〈0.6〉

1.0

中間階

機器
防振支持の機器
水槽類
機器
防振支持の機器
水槽類
機器
防振支持の機器
水槽類

耐震措置

容量等の表示

電源周波数

を用いて計算する。設計用水平地力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

設備機器の固定等は、「国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築

（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。
（1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

・ 50Hz　　　・ 60Hz

・ 本工事（調整項目は下記のものとする。）

機材の承諾図

運転操作説明板

埋め戻し土・盛土

・ 場外適切処分
・ 埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。建設発生土の

　　　・ 外部仮設足場等（ ・　　　種　・　　　種）
　　　・ 内部仮設足場等（ ・　　　種　・　　　種）
・ 改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。

・ 別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。足場・さん橋類

構内につくることが　　・ できる　　 　・ できない　　　・ 建築特記による工事用仮設物

　　　　　　・その他
工事用電力・水 この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

監督員事務所 ・ 設けない　　　　　・ 設ける　　　　　・ 建築特記による

　・
　・

　・
　・ 除湿器

　・ ヒートポンプ給湯器
　・ 潜熱回収型給湯器
　・ ガス湯沸器

　・ 全熱交換器
　・ コンパクト形空気調和機
　・ ユニット形空気調和機
　・ マルチパッケージ形空気調和機
　・ パッケージ形空気調和機
　・ 送風機
　・ 冷却塔
　・ 空気熱源ヒートポンプユニット
　・ 冷凍機
　・ 給水冷温水ユニット
　・ ボイラー

　別表－1

・ 屋内消火栓設備　　・ スプリンクラー設備　　・ ハロゲン化物消火設備

解体改修新築 構　　造 階　　数 延床面積(㎡) 消防法令別表第一 備　　考

・

２．特記仕様書の表記

　　　又、下記の事項 ・ 印は、社団法人　日本建築家協会監修の「建築設備工事共通仕様仕様書」（最新版）
　　  ただし、「改修標準仕様書」に記載されていない事項は「標準仕様書」による。）

　　　　　・ 機器仕様　・ 機材仕様　・ 保温・塗装仕様　・ 電線・ケーブル等の規格

１　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、下記の国土交通省大臣官房官庁営繕部の仕様書等による。
Ⅱ.工事仕様

　 排水処理設備
・

・　 撤去工事

・　 衛生器具設備
・
・
・
・
・
・
・　 さく井設備

・
・　 排煙設備
・　 換気設備

　 自動制御設備

　 給水設備
　 排水設備
　 給湯設備
　 消火設備
　 ガス設備

　 浄化槽設備
　 昇降機設備
・

　 厨房機器設備

・
・

 　空気調和設備・

の
 　種　　　類

・ 都市ガス（種別 13A、高位発熱量45.0MJ/m3(N)、　

排　水　方　式

給　水　方　式

消　火　設　備

　（2）雑排水  ・ 直放流下水管　　・ 浄化槽　　・ 敷地内最終処理施設）
　（1）汚   水　・ 直放流下水管　　・ 浄化槽　　・ 敷地内最終処理施設）

ポンプ排水 ・ あり（ ・ 汚物　・ 雑排水　・ 湧水）　　・ なし
建物外放流先

建物内の汚水と雑排水（ ・ 合流式　・ 分流式）

・ 電気式　・ 電子式　・ デジタル式

ファンコイルユニット、ダクト併用方式
・ 中央方式    ・ 単一ダクト方式　　　　　　　　　　　　　　    ・ 全空気方式

５　指定部分　　　・ 無　　・ 有（　　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日）

空　調　方　式

方式及び種別 設              備              概              要

自 動 制 御 方 式

ガ　ス　の　種　類

建　　物　　名

屋　　　外

・ 印をついたものを適用し、各一式とする。　　　

屋外⑧⑦⑥⑤④③②①

　４　工事科目

　工事科目
建物名称 

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

Ⅰ.工事概要
　１　工事場所　　　※ 建築工事特記仕様書による

　３　建物概要　　　※ 建築工事特記仕様書による

　２　敷地面積　　　※ 建築工事特記仕様書による

建築設備工事 　・ 手作業
　・ 手作業・機械作業併用

・ なし
・ あり

・ 修繕
・ 模様替

・ 増築
・ 新築

所　在　地再資源化等をする施設の名称

・ アスファルト・コンクリート　　　　　
・ 木　　　　　　　　　材
　 成る建設資材　　
・ コンクリート及び鉄から　　　　　
・ コンクリート　　　　　

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するもの
　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。
　　３）安定的な供給が可能であること。
　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。
　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

機材等

　　　出を省略することができる。

　　　が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承

（２）別表－1に機材等名が記載された製造業者等は次の１）から６）すべての事項
　　　ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は

　 （書式は同一）を作成し、監督職員に提出する。
　 計画書及び再生資源利用促進計画書を、　 工事完了時に同計画書の実施報告書

　 総合施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当
・ 本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

特定建設資材廃棄物の種類
　　２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

　　１）分別解体の方法
工　　　　程 分別解体の方法作業内容

　   ① 再資源化等が完了した年月日
　   ② 再資源化等をした施設の名称及び住所
　   ③ 再資源化等に要した費用

　 事項を書面にて監督職員に報告する。
　 により難い場合は監督職員と協議する。分別解体・再資源化等の完了時に、以下の
　 ついて適切な処理を行う。ただし、工事契約後にやむを得ない事情により予定した条件

・ 本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成12年5月31日
章 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

再資源化等に
特定建設資材の・

機械設備工事　特記仕様書

・ 受水槽加圧ポンプ方式　・ 高置タンク方式　・ 水道直結直圧方式

・ 個別方式    ・ パッケージ形空気調和機

　　「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成３１年版）」（以下、「標準仕様書」という）
　　「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（平成３１年版）」（以下、「標準図」という。）
　  「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成３１年版）」（以下、「改修標準仕様書」

　　「機械設備工事　監理指針（令和元年版）」。

機械設備工事機材承諾図様式集（最新版）によるほか、監督職員の指示による。

　　　※事前調査
・ 下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。施工調査

（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。

吊り及び支持金物

天井仕上区分

電線類

申請手続等

　　　諾を受ける。ただし、製造業者名等が記載されているものは、証明となる資料等の提

・ フード用簡易自動消火装置 　・ 不活性ガス消火設備   ・ 屋外消火栓設備

・ 液化石油ガス

　　　（朝：6～8時、夕：19～23時、昼間：8～19時、夜間：23～6時）
　　　　朝・夕：50dB（A）、　昼間：60dB（A）、　夜：45dB（A）
　　　　騒音規則法：第２種区域
　　　当該地区の基準値は以下とする。
　　・ 敷地境界での許容騒音
　７　許容騒音の基準　　　　

　８　改修工事概要　　　　　　　　　　　

６　設備概要（ ・ 印のついたものを適用する）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他特記事項
<施工関係>

・ 施工図作成前に総合プロット図を作成し、監督職員の承諾を得ること。

・ 工事に先立ち敷地内の排水経路等の調査を行い本工事との取合いについて確認を

　 本工事の契約は図面及び仕様書に基づくものであり、受注者は設計図書を熟読し積算

　 竣工図等については、特記仕様書に定めるものの他、竣工図等のデーターも設計監理

　 図面間もしくは、図面と共通仕様書が相違する場合・明記等が不足している場合、

・ 補助金事業である場合は、それに伴う会計検査の立会・資料の作成等補助金関係の

・ 既設物、既存物等の損傷は原因者負担で、現況に復旧する。
　 提出書類関係等は、内容を理解し監督職員に説明する。来暦表を添付する。
　 検査時に必要な器具等は受注者が準備すること。
・ 施設を運営しながらの工事においては、必要となるすべての設備の仮設対応は本工事と

<空調設備> ・ 煙道板厚：300Φ以下は3.2mm，301Φ以上は4.5mm以上とする。
・ 煙道の曲り部には掃除口を取り付ける400Φ以上のものは蝶番付とする。
・ 煙突、煙道に排水弁32Aとレジスターを取り付ける。
・ 露出ファンコイルユニットの背面及天部に外板と同種のカバー板を取り付ける。
・ 空調機、ファンユニット等のグリース給油を必要とする場合は遠隔給油口を設けるものと

・ 排煙ダンパー及び排煙口は遠方復帰形とし､本体～操作函との連絡線は本工事とする。
・ ベントキャップはSUS製とし、指定色焼付仕上げとする。

・ 厨房フードにステンレス鋼製コック又は、プラグを取り付ける。
・ 給・排気ファンの各給・排気ダクトの接続はキャンパス継手にて接続のこと。

　 防火区画及び、防火上主要な間仕切りを貫通するダクト、延焼ラインにかかるダクトに

・ 屋上に設置する空冷ヒートポンプエアコンやチラー等、ドレンを排出する室外機には

<給排水 　 土間下配管の支持は床筋からSUS鋼製吊金物施工とする。
・ 各特殊排水処理設備の仕様構造については関係機関と協議確認後に施工する。

　 を貫通する配管については、認定工法により措置を行なう。
　 給排水設備は令129条の2の4の規定に従う。防火区画及び､防火上主要な間仕切り

（ 7 ）PS内のダクト、配管には銘板等で明示すること。
（ 8 ）屋外設置の弁（弁棒）には防錆対策を設けること。
（ 9 ）屋外設置の弁水槽内の金物類はSUS鋼鋼材（304）とする。
（10）屋外設置の弁ポンプの排水類は間接排水とし、図示なくとも配管で最寄りの排水

（12）屋外設置の弁間接排水は、排水口空間を排水管の直径の２倍以上設ける。
（11）屋外設置の弁保守に必要な設備にはキャットウォークを設けること。

　　　　　等、施工・管理上必要と思われる設備を見込むこと。
（13）屋外設置の弁図示なくとも、水抜き弁、分岐弁、温度計、圧力計、風量測定口

<共通>

・ 消火器

（ ・ 槽内　・ ピット　・ 屋外　　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）

・ 施工に先立ち、Ｘ線検査等の非破壊検査を行うこと。

　　　　　調査方法　　・ 図示　　・ 目視等

　　　　　調査項目　　・ 図示　　・ 機械設備工事に関わるすべての項目
　　　　　調査範囲　　・ 図示　　・ 機械設備工事に関わるすべての範囲

・ 本工事に必要な官公署その他への諸手続､費用は受注者の負担とし､速やかに行うこと。
・ 省エネ性能に影響する変更については、計画変更、又は一定範囲の省エネ性能の低下
　が生じる軽微な変更であっても、省エネ判定機関へ提出が必要な図面・計算書・内容

・ 本工事（ ※ 建築工事　・ 本工事）で設置とする。

・ 粉末消火設備　・ 泡消火設備　　・ 連結散水方式　　・ 連結送水管

・ 水道直結増圧方式

　　低位発熱量40.6MJ/m3(N)、供給圧力　　　Pa、供給事業者名：　　　　　　　）

　　　による。

　  という。）

　 法律第104号）の対象建設工事であり、分別解体、特定建設資材の再資源化等に

　 該システムにデータ　 入力を行う。また、同システムにより工事着手時に再生資源利用

　　　同等以上のものとする。

　　　を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）

　　　　にあっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

機械室に設ける。

・ 室内気流及び塵埃測定　　・ 騒音の測定　・ 飲料水の水質の測定

研究所監修(建築設備耐震設計・施工指針　2014年版)」により行う。ただし、設計用

　・ 避難経路上に設置する機器

　　　要領）による。

　とする。

とする。

　とする。

　説明書の作成を行うこと。

　 行ってから施工する。

　 を行うものとする。設計図書等の不明箇所及び食い違い等については、現場説明時に

　 する。

　 する。

　　　　衛生設備>

　　　　　桝、排水溝に放流のこと。

　　　　　但し、最低150mm以上とする。

可茂学園建設工事設計図

　 （総合プロット図とは建築施工平面図に電気及び機械設備の記号（凡例共）を記載

　 変更が生じた場合には建築主並びに監督職員と十分に協議を行い施工する。

　 事務所指定のフォームに準じ作成し提出する。

　 又は疑義が生じた場合はすべて監督職員の指示に従うこと。

　 質疑を提出し回答を受けるものとする。

　 手続きに必要な業務は本工事に含むものとする。

　 設置する防火ダンパーについては、認定品を用いる。

　 すべてドレン管を設け、最寄雨水側溝まで配管を行うこと。

（ 4 ）振動を伴う機器類の取付・据付には運転時緩み等が発生しない様に対策を講ず

（ 1 ）インバータ制御機器は全て、高調波対策品とする。

（ 6 ）点検口は、点検時に支障とならない位置に設置し用途表示（点検口裏）を行う。

（ 5 ）受注者は、圧力損失、ポンプ揚程、配管・ダクトサイズ等の施工に必要な計算を
　　　　　監督職員の指示により行い、工程に支障が起きないように努めること。

（14）屋外設置の弁計装配管等のプルボックス等には用途表示を行うこと。

　 したものとする）

・

（1.3.1）

　　　　　　　処理
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・

※　　　　印と　   印の付いた場合は、共に適用する。

・

・
・　　　　印の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。

（2）特記事項は、　　印の付いたものを適用する。
（1）項目は、番号に　　 印の付いたものを適用する。

（3）改修工事の分類　　・ 全館無人改修　　　・ 執務並行改修

※

・ 要（排水管を除く）
・ 要（図示の箇所）

・ 不要
・ 不要

※

※

※

※
※

※

※

（ 2 ）屋外取付け部材等は防錆対策を施すこと。
（ 3 ）防火区画貫通部の仕様は標準仕様書及び認定工法とする。

※

 〈　  〉  内の数値は水槽類に適用する。
　（注）

（※1）水槽類には、オイルタンク等を含む。

　　　　　ること。

※

 （ 　） 内の数値は防振支特の機器の場合に適用する。

・ チリングユニット　 ・ 吸収冷温水機　 ・ 空気熱源ヒートポンプユニット　 ・ 氷蓄熱ユニット
・ 鋼製ボイラー　　　・ 鋳鉄製ボイラー　　　・ 温水発生機（ ・ 真空式　　・ 無圧式）

主 要 熱 源 機 器
・ 空冷ヒートポンプ式空気調和機      ・ ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

・ 有り　　・ 無し　　 適用法規（ ・ 建基法　　・ 消防法）機　械　排　煙
・ 第一種換気　　・ 第二種換気　　・ 第三種換気　　・ 自然換気）換　気　方　式

給　湯　設　備 ・ 有り
・ 熱源

（ ・ 局所式　　 ・ 中央式）　　　 ・ 無し
（ ・ 電気　　・ 都市ガス　　・ 液化石油ガス　　・ 灯油　　・ Ａ重油）

　 給油設備

社会福祉法人可茂会
７ ３ ４３

本体棟
プロパン庫

Ｓ　　造 1
Ｒ Ｃ 造 1

建築工事参照

建築工事参照

６項ロ

建築工事参照

暗渠

樹脂ｶﾊﾞｰ

機械設備特記仕様書(1)

（15）ルームエアコンのドレン管にドレンホースを使用する場合は、監督職員の承諾を
　　　　　得て使用すること。又、ドレンホースを使用する場合は保温付ホースは使用せず、
　　　　　仕様書に沿った保温を行うこと。

　　　　岐阜県公害防止条例（騒音）：B類型
　　　　6～22時：55dB（A）、22～6時：45dB（A）



・ AC100V　　・ 乾電池　　・ 自己給電

・ 要（材質：　　　　　）　（ ・ 大便器　・ 小便器　・　　　　）　・ 不要

・ 個別感知フラッシュ方式　（　　一体型　　）　　制御盤（　・ 要　　・ 不要　）
洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。

　 電源供給方式

　 小便器
　 及びその組み込み

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。
屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。
の規格による。（機器、盤類は除く）
使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11の使用する電線類

図示による。

建築設備定期検査業務基準書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査

・ ワイヤー式　 ・ 電気式（遠隔操作　・ 不要　・ 要）

・ 図示による

・ 亜鉛鉄板   ・

（開放及び復帰方式）

 　（ ・ 厨房　 ・ 湯沸室　　　 　）用の隠ぺい部ダクト（仕様はｈ・（イ）・Ⅶ）とし、
・ 全熱交換ユニット用のダクト（保温の厚さ25mm、範囲は図示による）

空気調和設備の当該項目による。

浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統

・ 外気取り入れ用ダクト保温範囲は（ ※ 全て　・　　　　）とする。
・ 排気ダクトの保温範囲は外壁から１ｍの範囲とする。

（２）ピストンダンパー  復帰方式（ ・ 遠隔　・　　　　　）
　　 　　　　　　　　　定格入力はDC24V、0.7A以下とする。
（１）防煙ダンパー　 　復帰方式（ ・ 遠隔　・　　　　　）

　　　　 内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。
（３）ガラリに直接取付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

（２）空気調和機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音

取付け箇所は図示による。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

・ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。
・ 高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

・ 低圧ダクト（ ・ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）

鋼板厚（ ・ 3.2㎜　・ 4.5㎜）
伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

℃
℃

温度(DB)

％
％

湿度(RH)

％
％

℃
℃

成り行き
成り行き

℃
℃

％
％

℃
℃

屋　　内　　（調　整　目　標）
一 般 系 統外　　気

湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)

冬期
夏期

冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２.4.3による。

　・ フロン回収行程管理表の写し
　・ 特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

次の書類を監督職員に提出する。
　　　　　　　　　の回収

・ 本工事　　・ 別途

　（　・ 別途　　・ 構外搬出適切処理　）とする。
・ 上記以外のもの　　　 ・　　  　　　　・　　　　　　）の処理は
　（　・ 別途　　・ 構外搬出適切処理　）とする。
・ 石綿含有産業廃棄物　 ・ 配管用成形保温材　・ フランジ用ガスケット）　の処理は
　（　・ 別途　　・ 構外搬出適切処理　）とする。
・ 特別管理産業廃棄物　 ・　　  　　　　・　　　　　　）の処理は
　（　・ 物品管理者に引き渡し　　・ 構外搬出適切処理　）とする。
・ 金属類　（ ・ 機器類 　・ ダクト　 ・ 配管　 ・ その他の金属　）の処理は

撤去方法
石綿含有分析調査　　・ 本工事　　　・ 別途

ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。

保温材は、配管・ダクト等より分離する。

・ ドライシステム　　・

・ 感染排水処理
・ 中和槽排水処理　　・ RI排水処理
・ 検査系排水処理　　・ 人工透析排水処理

・ 酸素　・ 笑気　・ 治療用酸素　・ 吸引　・ 炭酸ガス　・ 窒素　・ 圧縮空気

・ 飲用　・ 雑用水用　・ 融雪用　・ 地中熱交換用

・ 周辺環境調査
・ 地表探査
・ 法的規制調査
・ 既設井分布調査
次の事前調査を行うこととし、適用は特記による。

別途（ ・ 50kg　　・　　　　　・　　　　　）×　　本、　バルクタンク（　　　kg）

・ 要（ ・ 別途工事　　・ 本工事）　　・ 不要

・ 要　　・ 不要

・ 要　　・ 不要

・ 本工事（図示による）　・ 別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 親メーター（ ・ 貸与品　・　　　　）　　・ 子メーター（ ・ 買い取り　　　　　）

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（ ・（a）　・（b））による。

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　　本組。

・ 液化石油ガス
・ 都市ガス（供給者名：　　　　　　　　発熱量　　　　　　　　　　MJ/m3 (N)）

・ 二段方式駐車装置　　・ 昇降積行式

・ 一般用　・ 普及型　・ 非常用　・ 小荷物専用　・ エスカレーター　・

・ カテゴリー４
・ カテゴリー３

・ カテゴリー１
病院設備設計ガイドライン

　　　　内は社章・社名入りとし必要数揃えること

冷暖房設備・行事用白板・冷蔵庫・コピー用紙・文具類一式

・ 設ける　　　・ 設けない
下記の備品等を監督職員事務所に備え付ける。

長靴･安全靴･雨合羽 ･作業服･防寒服･ヘルメット・安全帯・軍手　等

（基本的に竣工図書のデータはCADデータとして提出すること）
CADシステム一式（ウィンドウズ（最新版）ソフト共）レーザープリンター含む

・ 設ける　　　・ 設けない　　　・ 建築工事による

※監督職員事務所の

　・ 公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)　
　・ 建築設備耐震設計施工指針　　　・ 工事写真の撮り方(改訂２版)-建築設備編-
　・ 機械設備工事監理指針　　　　　　・ 機械設備工事施工チェックシート

　・ 公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)　
下記の備品等を監督職員事務所に備え付ける。

　 備品等　　

・ 盤類予備品（ランプ及びヒューズの100％）
・ ウォールキャビネット（Ｗ＝　　　　Ｄ＝　　　　　Ｈ＝　　　　）×　　　　個
・ イージーキャビネット　　　　　　箱　　 ・ キーボックス
・ マンホールフック　　・ パイプレンチ　　・ ポンププライヤー　　・ ボンテン（大、小）
・ 工具箱（ドライバー、モンキーレンチ、組スパナー、ハンマー）

付属品・予備品

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ・（a）　・（b）　・（c）による。

ただし、防凍保温は共通事項による。
屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ・（ハ）・Ⅶによる保温を行う。

・ 節水形大便器の洗浄水量は、節水Ⅰ形は8.5L/回以下とし、節水Ⅱ形は６.5L/回

・ ユニットの配管材料は、図示による。

・ 標準図（耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通処理要領
　 防火区画貫通処理

　 引込納付金等 ・ 要（ ・ 別途工事　・ 本工事）　　・ 不要

・ 合成樹脂製　・ アルミニウム合金製　・ 人造石とぎ出し製　・ ステンレス鋼製

・ ステンレス鋼鋼管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

・ 親メーター（ ・ 貸与品　・　　　　）　・ 子メーター（ ・ 買い取り　・　　　　）

管の上端より原則として、一般敷地は（　　　cm）構内道路は（　　　cm）以上とする。

・ 水道事業者指定品（ ・ 貸与品　・ 買い取り）　・ 標準図MC形

JIS又はJV　　・ 水道直結部分（ ・ 10K　・　　　　　　）　
・ その他の部分

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ・（a）・（b）・（c）による。

　（ ・ ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）
・ 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。
・ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。

・ 標準仕様書第2編2.4.8(f)による　・ 図示の箇所に取付ける。

・ 要（ ・ 別途工事　・ 本工事）・ 不要

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（RF－VP）でもよい。
洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

　 ステンレス鋼鋼管を使用する場合の材質はステンレス鋼製とする。

膨張管･補給水管の保温は冷温水管に準ずる。

湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準

JIS又はJV　（ ・ 5K　　　　・ 10K　　（図示部分））

・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

コック付とし、取り付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

・ 鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。
65A以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。
JIS又はJV　（ ・ 5K　　　・ 10K（図示部分））

　　　保温化粧ケースを用いる場合は縦管部にずれ止め固定を施す。
　　　保温化粧ケースの下部カバーは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・ ステンレス鋼板製）
　　　　　　　　　　・ 保温化粧ケース
　　　［屋外］　・ ステンレス鋼板　　　　・ 溶融アルミニウムー亜鉛鉄板
　　　　　　　　　　　露出部　　・ 保温化粧ケース（塩化ビニル樹脂製）
　　　［屋内］　　隠ぺい部　・ 不要　　・ 要
標準仕様書又は改修標準仕様書の当該事項による。ただし、次の部分は本仕様とする。
・ 冷媒管の外装の種別は次による

図示の位置に取付ける。

・ 還りダクトの保温　 範囲は（  ・ 　　　　　　　・　　　　　　）

・ 膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の

・ 建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。
・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の

・ ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）には、ボール弁、FJを取付ける。

（１）※ アルミ製
（２）※ 標準色

・ 外気ダクトの保温　範囲は（ ※ 全て　　　　・　　　　　　）

・ カテゴリー２

・ 低圧ダクト　・ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）　

空気調和設備の当該項目による。

取付け箇所は図示による。

・ 厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。
・ 高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）

空気調和設備の当該項目による。

・ アングルフランジ工法）とする。

　　　　　消音内貼り

　　　　　　　　 ・ アングルフランジ工法とする。

 　　範囲は図示による

　　　　　　開放装置

方法に準ずる。

　　　　　　　　　の配線

　 項による。

　排水管の項による。

　 (ｂ)（2））による。

　 以下とする。

・ 不凍水栓柱

仕様書第２編表2.3.5のｈ・（イ）・ＩＸとする。

・ 非治療用空気

　・ 公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)

ダンパー

チャンバー

風量測定口

鋼板製煙道

設計温湿度

ダクト

瞬間流量計

圧力計

温度計

弁類

絶縁継手

保温及び

制気口

保温

チャンバー

排気ダクトのシール

ダンパー

風量測定口

ダクト

制気口

排煙風量測定

排煙口手動

排煙口の形式

ダクト

電気計装工事

システム構成その他

自動水栓の

標記板

自動洗浄装置

洋風・和風便器

衛生器具ユニット

和風大便器の

建物導入部配管

水栓柱

管の埋設深さ

弁類

量水器桝

量水器

水栓

放流納付金等

満水試験継手

洗面器等の

保温

弁類

引込負担金等

電気防食

漏洩検知装置

ガス漏れ警報器

メーター

転倒防止等

集合装置

充てん容器

ガス種別

建物導入部配管

保温

種類

事前調査

種類

種類

システム

処理種別

種類

冷媒（フロン類）

発生材の処理

石綿含有品

支持金物等

保温材

医療施設の体制

監督職員事務所
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・

　　　　　　排水管

・
・ 指定色焼付塗装

（ ・ 樹脂製　　・ 溶融アルミニウムー亜鉛鉄板製

・ 要　　・ 不要　とする。

（ ・   5K　・　　　　　　）

・ 図示による　・

※

・

・

機器仕様及び・

機器仕様及び

機器仕様及び

機器仕様及び
　設備工事範囲

機器仕様及び・

・

・ 小規模合併処理　　　　　・ 合併処理

・ ユニット形　　・ 現場施工形形式

処理方法

・

・

・

機器仕様及び・

・ 機器仕様及び
　設備工事範囲

保温・ 標準仕様書ロックウール保温材、グラスウール保温材及びポリスチレンフォーム保温材が併
記されている箇所は、下記の保温材を使用する。
　 ポリスチレンフォーム保温材　　　・ グラスウール保温材　　　・ ロックウール保温材※

　設備工事範囲

　設備工事範囲

　設備工事範囲

　設備工事範囲

　設備工事範囲

　 図示による。※

　 図示による。※

　 図示による。※

　 図示による。※

　 図示による。※

　 図示による。※

　 図示による。※

・

・ 製造所　　　・ 貯蔵所　　　　・ 一般取扱所

・ 重油　　　　 ・ 軽油　　　　　 ・ 灯油　　　　　・ ガソリン種別・・

危険物施設・

なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。
・ 返油ポンプ制御　・ 減油警報　・　　　　　　　　）の端子を設ける。
制御盤には（ ・ 給油ポンプ制御　・ 満油警報　・ 遠隔警報　・ 電磁弁制御　油面制御装置・

・ 屋外ﾀﾝｸ（     L ）　・ 屋内ﾀﾝｸ（     L ）　・ 地下ﾀﾝｸ（     L ）貯油量・

社会福祉法人可茂会 可茂学園建設工事

A1:

A3:

Ｍ－００２
機械設備特記仕様書(2) 2025。3-

-
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PU

SP

XS

XS

系　統凡　例

雑用水 屋内
屋外

土中（引込）

土中（屋内）
土中（屋外）

屋内一般

給水

屋内一般
ピット

屋内一般
ピット

土中（屋外）

汚水

雑排水
土中（屋外）

給湯往：

土中

通気

屋内一般
ピット

土中（屋外）
ポンプ
アップ

汚水・雑排水
湧水

土中

土中

クラー
スプリン

屋内
消火栓

屋内・屋外

ガス

冷温水
冷水
温水

蒸気管
冷却水管

冷媒
ドレン

オイル
高温排水（60℃以上）

RI排水
透析排水
感染排水

排気ダクト
外気ダクト
送気ダクト
還気ダクト

排煙ダクト
外気処理ダクト

土中
屋内・屋外

屋内・屋外

屋内・屋外連結
送水管

消火

屋内露出 1. 
（一般居室） 2. 鉄線

3. ポリエチレンフィルム

屋内露出 1. 
（機械室・倉庫） 2. 鉄線

3. ポリエチレンフィルム
4. 厚紙
5. アルミガラスクロス

隠ぺい 1.

床下・暗渠
（ピット内を含む）

屋外露出

1. ロックウールブランケット
2. 鉄線
3. カラー亜鉛鉄板

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

4. 合成樹脂製カバー1

2. 鉄線
3. ポリエチレンフィルム
4. アルミガラスクロス

1. アルミガラスクロス化粧保温筒
2. アルミガラスクロス粘着テープ

1. グラスウール保温筒
2. 鉄線
3. ポリエチレンフィルム
4. 着色アルミガラスクロス

1. グラスウール保温筒
2. 鉄線
3. ポリエチレンフィルム
4. ステンレス鋼板

材　料　及　び　施　工　順　序

1. 鋲
2. グラスウール保温板
3. カラ―亜鉛鉄板

1. 
2. アルミガラスクロス化粧保温板
3. アルミガラスクロス粘着テープ

1. 鋲
2. グラスウール保温板
3. ポリエチレンフィルム
4. 鉄線

1. 鋲
2. グラスウール保温板
3. ガラスクロス

1. 鋲
2. グラスウール保温板
3. ガラスクロス

鋲

屋内露出
（一般居室）

屋内露出
（機械室・倉庫）

隠ぺい

消音内貼り

1. グラスウール保温帯
2. 鉄線
3. カラ―亜鉛鉄板

1. 
2. 

アルミガラスクロス化粧保温帯
アルミガラスクロス粘着テープ

1. 
2. アルミガラスクロス化粧保温板
3. アルミガラスクロス粘着テープ

鋲

1. 
2. 

アルミガラスクロス化粧保温帯
アルミガラスクロス粘着テープ

多湿箇所 
（浴室・厨房）

屋外露出 及び

5. ステンレス鋼板

1. グラスウール保温帯
2. 鉄線
3. ポリエチレンフィルム
4. 鉄線
5. ステンレス鋼板

4. 銅きっ甲金網又はアルミパンチングメタル

1. 鋲
2. アルミガラスクロス化粧保温板
3. アルミガラスクロス粘着テープ

屋内隠ぺい

1. アルミガラスクロス化粧保温帯
2. アルミガラスクロス粘着テープ

1. ロックウール保温筒
2. 鉄線

1. ロックウール保温筒
2. 鉄線
3. 厚紙
4. アルミガラスクロス

1. アルミガラスクロス化粧保温筒
2. アルミガラスクロス粘着テープ

1. ロックウール保温筒
2. 鉄線
3. ポリエチレンフィルム
4. 着色アルミガラスクロス

1. 
2. 鉄線
3. ポリエチレンフィルム
4. ステンレス鋼板

ロックウール保温筒

3. 合成樹脂製カバー1

1. ポリスチレンフォーム保温筒
2. 粘着テープ
3. 合成樹脂製カバー1

1. ポリスチレンフォーム保温筒
2. 粘着テープ
3. アルミガラスクロス

1. ポリスチレンフォーム保温筒
2. 粘着テープ
3. ポリエチレンフィルム
4. 着色アルミガラスクロス

1. 
2. 粘着テープ
3. ポリエチレンフィルム
4. ステンレス鋼板

ポリスチレンフォーム保温筒

1. 
2. 鉄線
3. ポリエチレンフィルム
4. ステンレス鋼板

ロックウール保温筒

1. 
2. 粘着テープ
3. ポリエチレンフィルム
4. ステンレス鋼板

ポリスチレンフォーム保温筒

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

空調設備 給排水衛生設備

※

※

※

※

※

施　工　箇　所 材 料 及 び 施 工 順 序

空調・換気・排煙設備
一般ダクト 消音内貼 排煙ダクト 煙道

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※屋内

A1・(ロ)

1. アルミガラスクロス化粧保温筒
2. アルミガラスクロス粘着テープ

※

1. グラスウール保温筒
2. 鉄線
3. ポリエチレンフィルム
4. ステンレス鋼板

※ ※※ ※

多湿箇所 
（浴室・厨房）

管（継手及び弁類含む）

1. 鋲
2. グラスウール保温板
3. ポリエチレンフィルム
4. 鉄線
5. カラー亜鉛鉄板

1. 鋲
2. グラスウール保温板
3. 
4. 

鉄線

タンク・ヘッダー

機　　器

※

※

※

※

空調設備 給排水衛生設備

※

材 料 及 び 施 工 順 序

カラー亜鉛鉄板

1. 鋲
2. グラスウール保温板
3. ポリエチレンフィルム
4. 鉄線
5. ステンレス鋼板

1. 鋲
2. グラスウール保温板
3. 
4. 

鉄線

機械室

タンク・ヘッダー

多湿箇所 
屋外露出 及び

ステンレス鋼板

※

※

※

※

1. ロックウール保温帯
2. 鉄線

アルミガラスクロス
4. きっ甲金網

排気筒

a1・(イ)

a1・(ハ)

b・(イ)

b・(ハ)

C1・(ロ)

C2・(ロ)

c2・(イ)

c2・(ハ)

D・(ロ)

d・(イ)

d・(ハ)

E2・(ロ)

e2・(イ)

e2・(ハ)

e2・(イ)

e2・(ハ)

B・(ロ)

E2・(ロ)

3. 

F1・(ロ)

G1・(ロ)

F1・(ロ)

G1・(ロ)

h・(イ)

J1・(ロ)

O1・(ロ)

I・(ロ)

N・(ロ)

I・(ロ)

N・(ロ)

K2・(ロ)

P2・(ロ)

M・(ロ)

L・(ロ)

I・(イ)

N・(イ)

H1・(イ)

標準仕様書 施　工　箇　所

施　工　箇　所

f1・(ロ)
※

g1・(ロ)

隠ぺい箇所

※

還：

往： 還：
往： 還：
往： 還：
往： 還：
往： 還：

往： 還：

CH CHR
C
H
S

O

CR
HR
SR

CD

OR

CDR
R
D

高
RI
透
感

EA
OA
SA
RA

SM
SOA

記号
標準仕様書

記号

標準仕様書
記号

G
MG

（特記事項）
　　※ ドレン管は、排水管と同等とする。　又、ＡＣ-Ｄ採用時は、屋外露出の仕上げのみ同等とする。

土中（屋内）

土中（屋内）

土中（屋内）

屋外露出

（特記事項）
　１．塩ビ系配管の継手は全て透明とし、配管専用の色付き接着材を使用のこと。
　２．ライニング鋼管の継手は、コア付きを使用のこと。
　３．ステンレス鋼管の接合は、呼び径６０以下は拡管式継手（ナイスジョイント）とし、呼び径７５以上は溶接接合、ハウジング形管継手による接合、又はフランジ接合とする。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

給湯管の保温材は、耐熱用ポリエチレンフォーム保温材とする。・
共同溝の保温は屋外露出の項と同等とする。・

（実験室）
（直天室）

　　　耐震型高性能ポリエチレン管（給水）：エスロンハイパーJW同等品

　　　耐火性硬質ポリ塩化ビニル管：エスロン耐火VP同等品

　　　空調配管用高性能ポリエチレン管：クウチョウハイパーCH同等品
　　　空調ドレン用結露防止層付塩化ビニル管：エスロンACドレンパイプ同等品

　４．鋼管の接続は、呼び径７５Ｓｕ以上は、溶接とする。またフランジ接続（スタプエンド）ハウジング型管接手等の採用は協議とする。　

　６．チャンバー及びボックスは、設計図中に明記無き限り、当該系統ダクト材料に準ずる。

　　　排水用強化ポリプロピレン二層管：排水用フジGRPパイプ同等品

　　　耐震型高性能ポリエチレン管（雑用水）：エスロンプラントハイパーBK同等品

　５．塩ビ系高温排水系統の縦管（排水用耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管）伸縮はやりとりソケットを各階に採用すること。

　　　耐震型高性能ポリエチレン管（給水）：エスロンハイパーJW同等品 　　　排水用耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管：エスロンHT同等品

・
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名　　　称 仕　　　　　様

居住ユニットエリア 共用エリア 厨房エリア 通所エリア

合計 備　考

ﾒｰｶｰ参考型番

（上段:TOTO）

（下段:LIXIL）

掃除口付洋風便器(洗浄弁式)-1
CS494J TEVN30U(自動洗浄弁),TES47MR(ﾀｯﾁｽｲｯﾁ),THE27(受信ﾕﾆｯﾄ),TCF5554PR(温水洗浄便座),YH701(棚付二連紙巻器),他標準付属品

3 4 2 1 1 2 2 1 1 1 18
C-P25SM OKC-AT7110(自動洗浄弁),OKC-8BML(ﾀｯﾁｽｲｯﾁ),A-10470(受信ﾕﾆｯﾄ),CW-PA21L-NEC(温水洗浄便座),K-T001(分岐金具),303-1009(取付強化ﾎﾞﾙﾄ),CF-63HST(棚付二連紙巻器),他標準付属品

掃除口付洋風便器(洗浄弁式)-2
CS494J TEVN30U(自動洗浄弁),TES46MR(ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ),THE27(受信ﾕﾆｯﾄ),TCF5534(温水洗浄便座),YH701(棚付二連紙巻器),他標準付属品

1 2 1 4
C-P25SM OKC-AT7110(自動洗浄弁),OKC-8SM(ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ),A-10470(受信ﾕﾆｯﾄ),CW-PA21L-NE(温水洗浄便座),K-T001(分岐金具),CF-63HST(棚付二連紙巻器),他標準付属品

掃除口付洋風便器(洗浄弁式)-3
CS494J TV565P(洗浄弁),TCF5534(温水洗浄便座),YH701(棚付二連紙巻器),他標準付属品

2 2
C-P25SM CF-T7110CW(洗浄弁),CW-PA21L-NE(温水洗浄便座),CF-63HST(棚付二連紙巻器),他標準付属品

自動洗浄小便器(壁掛)
UFS900JS 標準付属品

4 2 2 1 9
U-A51AP 標準付属品

ボウル一体カウンター洗面器-1

（間口1600mm、2連洗面器)

MLHC TLE33SM3A(自動単水栓),T6PCM3R(壁排水金具),TS126BDR(水石けん入),M9P50A(ﾌﾞﾗｹｯﾄ),MFHC(配管ｶﾊﾞｰ),他標準付属品
1 1

DM-601ND7W(1600) AM-311CV1(自動単水栓),LF-DC6GBWP(壁排水金具),KF-24FL(水石けん入),MBF-620A(ﾌﾞﾗｹｯﾄ),BB-DM-60(配管ｶﾊﾞｰ),他標準付属品

ボウル一体カウンター洗面器-2

（間口1700mm、2連洗面器)

MLHC TLE33SM3A(自動単水栓),T6PCM3R(壁排水金具),TS126BDR(水石けん入),M9P50A(ﾌﾞﾗｹｯﾄ),MFHC(配管ｶﾊﾞｰ),他標準付属品
1 1

DM-601ND9W(1700) AM-311CV1(自動単水栓),LF-DC6GBWP(壁排水金具),KF-24FL(水石けん入),MBF-620A(ﾌﾞﾗｹｯﾄ),BB-DM-60(配管ｶﾊﾞｰ),他標準付属品

ボウル一体カウンター洗面器-3

（間口1800mm、2連洗面器)

MLHC TLE33SM3A(自動単水栓),T6PCM3R(壁排水金具),TS126BDR(水石けん入),M9P50A(ﾌﾞﾗｹｯﾄ),MFHC(配管ｶﾊﾞｰ),他標準付属品
1 1

DM-601ND9W(1800) AM-311CV1(自動単水栓),LF-DC6GBWP(壁排水金具),KF-24FL(水石けん入),MBF-620A(ﾌﾞﾗｹｯﾄ),BB-DM-60(配管ｶﾊﾞｰ),他標準付属品

ボウル一体カウンター洗面器-4

（間口1900mm、2連洗面器)

MLHC TLE33SM3A(自動単水栓),T6PCM3R(壁排水金具),TS126BDR(水石けん入),M9P50A(ﾌﾞﾗｹｯﾄ),MFHC(配管ｶﾊﾞｰ),他標準付属品
1 1

DM-601ND9W(1900) AM-311CV1(自動単水栓),LF-DC6GBWP(壁排水金具),KF-24FL(水石けん入),MBF-620A(ﾌﾞﾗｹｯﾄ),BB-DM-60(配管ｶﾊﾞｰ),他標準付属品

ボウル一体カウンター洗面器-5

（間口2000mm、2連洗面器)

MLHC TLE33SM3A(自動単水栓),T6PCM3R(壁排水金具),TS126BDR(水石けん入),M9P50A(ﾌﾞﾗｹｯﾄ),MFHC(配管ｶﾊﾞｰ),他標準付属品
1 1

DM-601ND9W(2000) AM-311CV1(自動単水栓),LF-DC6GBWP(壁排水金具),KF-24FL(水石けん入),MBF-620A(ﾌﾞﾗｹｯﾄ),BB-DM-60(配管ｶﾊﾞｰ),他標準付属品

ボウル一体カウンター洗面器-6

（間口900mm、単体洗面器）

MLHC TLE33SM4A(自動混合水栓),T6PCM3R(壁排水金具),TS126BDR(水石けん入),M9P50A(ﾌﾞﾗｹｯﾄ),MFHC(配管ｶﾊﾞｰ),他標準付属品
1 1 1 1 4

DM-601NAW(900) AM-311TCV1(自動混合水栓),LF-DC6GBWP(壁排水金具),KF-24FL(水石けん入),MBF-620A(ﾌﾞﾗｹｯﾄ),BB-DM-60(配管ｶﾊﾞｰ),他標準付属品

洗面化粧台

（間口750mm、単体洗面器）

LDBA075BAGMS1A LMBA075B1GDC1G(一面鏡・LEDﾗﾝﾌﾟ・ｴｺﾐﾗｰ),LTL4C11U(止水栓)×2,他標準付属品
1 1

LBFTV-754S MFTX1-751XFJ(一面鏡・LED照明),LF-3J-13(止水栓)×2,他標準付属品

壁付洗面器-1
L250AM RECK03B1RS32A5K(自動水栓一体型電気温水器),TL347CU(壁止水栓),TLDP2205JA(壁排水金具),TS126AR(水石けん入),TL250D(ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ),他標準付属品

1 1
L-176UG EHMS-CA3ECSD2-311C(自動水栓一体型電気温水器),LF-3VK(壁止水栓),LF-105PA(壁排水金具),KF-24F(水石けん入),SF-10E(ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ),他標準付属品

壁付洗面器-2
L250AM TLE33SM4A(自動混合水栓),TLDP2205JA(壁排水金具),TS126AR(水石けん入),TL250D(ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ),他標準付属品

3 1 1 1 6
L-176UG AM-311TCV1(自動混合水栓),LF-105PA(壁排水金具),KF-24F(水石けん入),SF-10E(ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ),他標準付属品

壁付洗面器-3
L250AM TLE33SM3A(自動単水栓),TLDP2205JA(壁排水金具),TS126AR(水石けん入),TL250D(ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ),他標準付属品

2 2
L-176UG AM-311CV1(自動単水栓),LF-105PA(壁排水金具),KF-24F(水石けん入),SF-10E(ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ),他標準付属品

バリアフリー洗面器
L270CM TLE33SB3A(自動単水栓),TLDP2201JA(壁排水金具),TLK05202J(水石けん入),TL220D(ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ),他標準付属品

3 1 1 1 1 1 8
L-275N AM-311CV1(自動単水栓),LF-105PA(壁排水金具),KF-24F(水石けん入),SF-10E(ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ),他標準付属品

壁掛手洗器
LSE570APS 標準付属品

2 2
AWL-71U2AM(P) 標準付属品

掃除用流し
SK22A T23AEQ20C(単水栓),TN114(壁止水栓),T37SGEP(床排水金具),TK22(ﾘﾑｶﾊﾞｰ),他標準付属品

1 1
S-202A LF-7E-19-U(単水栓),SF-202(壁止水栓),SF-20SAF-P(床排水金具),他標準付属品

多目的流し
SK500 T200BSQ13C(横水栓),TL220D(ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ),T6PMR(壁排水ﾄﾗｯﾌﾟ),他標準付属品

1 1
S-17 LF-7R-13-U(横水栓),SF-10E(ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ),SF-25PA(壁排水金具),他標準付属品

汚物流し
SK330C TV560QAP(洗浄弁),TK133EQ13C(ﾚﾊﾞｰ式自在水栓),SK330F(補高台),HP330P(床ﾌﾗﾝｼﾞ),他標準付属品

2 1 1 1 5
S-207DF CF-T6110E(洗浄弁),CF-103BB(ｽﾊﾟｯﾄﾞ),LF-12ZF(300)-13-U(ﾚﾊﾞｰ自在水栓),CF-4AWP-ALL(床ﾌﾗﾝｼﾞ),他標準付属品

オストメイトパック
UAS81LDB2N 標準付属品

1 1
PTOM-B210W 標準付属品

洗髪器
S305DNU TL12C(立水栓),TL45(ｻｰﾓｽﾀｯﾄ混合水栓),TK305EPN(壁排水金具),TK305H(ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ),T8C(壁止め金具),他標準付属品

2 2
－

洗濯機パン
PWP800N2W PJ2009NW(縦引き排水ﾄﾗｯﾌﾟ),他標準付属品

4 4 1 9
PF-8064AC TP-51(縦引き排水ﾄﾗｯﾌﾟ),他標準付属品

台付シングルレバー混合水栓
TKS05301J 標準付属品

3 2 2 1 1 1 1 2 13
SF-HB420SYXA 標準付属品

洗濯機用水栓
TW11R 標準付属品

4 4 1 9
LF-WJ50KQA 標準付属品

自動水栓一体型電気温水器

（壁掛型、3L）

RECK03B1RS33M6K TL347CU(壁止水栓),他標準付属品
16 6 1 2 4 29

EHMS-CA3ECSD3-313C LF-3VK(壁止水栓),他標準付属品

シャワーバス水栓
TBV03446J1 標準付属品

4 4 2 1 11
BF-KA147TSJM 標準付属品

大型サーモスタット
TM440ARX20 TB9AX25(止水栓),他標準付属品

1 1 2
－

吐水口
KF-25 標準付属品

1 1 2
(ダイレオ)

レバー式自在水栓
TK133EQ13C 標準付属品

4 2 2 8
LF-12ZF-13-U 標準付属品

レバー式自在水栓（湯用）
TK133EQ13C 赤ねじ,標準付属品

4 2 2 8
LF-12ZF-13-U 赤ねじ,標準付属品

自動接手付横水栓
T28AUNH13 標準付属品

1 1 3 3 11
LF-35-13-CV 標準付属品

吐水口回転型横水栓
T200SNR13C 標準付属品

2 2 受水槽取付
LF-7R-13-U 標準付属品

自動接手付散水栓
T28UNH13 標準付属品、散水栓BOX(B-3)共

3 3
LF-33-13-CV 標準付属品、散水栓BOX(B-3)共

水栓柱
樹脂製 標準付属品、水栓(T28AUNH13)共

5 5
1200H(内管ﾋﾞﾆﾙ) 標準付属品、水栓(LF-35-13-CV)共

衛　生　器　具　表（1）
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配置：2

1階平面：1

配置図：4

受水槽廻り：1



名　　　称 仕　　　　　様

居住ユニットエリア 共用エリア 厨房エリア 通所エリア

合計 備　考

ﾒｰｶｰ参考型番

（上段:TOTO）

（下段:LIXIL）

化粧鏡-1
YM-3545F 標準付属品

2 2
KF-3545A 標準付属品

化粧鏡-2
YM-4560F 標準付属品

16 1 3 1 4 3 4 2 1 1 2 2 1 1 1 2 1 1 1 48
KF-4560A 標準付属品

化粧鏡-3
YM300F#EL 標準付属品

1 1
MNS-451K 標準付属品

化粧鏡-4
YMK50K 標準付属品

1 1 2
－

化粧棚
YAK600CR 標準付属品

2 2
H-402/BW1 標準付属品

Ｌ型手すり-1
T112CL9 T110D37×3(固定金具),T110D44×3(固定金具),他標準付属品

4 2 2 2 2 1 2 15
KF-920AE70D12J KF-D20×3(固定金具),KF-D30×3(固定金具),他標準付属品

Ｌ型手すり-2
T112CL11 T110D37×3(固定金具),T110D44×3(固定金具),他標準付属品

3 1 1 1 1 1 8
KF-926AE80D25J KF-D20×3(固定金具),KF-D30×3(固定金具),他標準付属品

跳ね上げ手すり
T112HK7R T110D36(固定金具),T110D53(固定金具),他標準付属品

3 1 1 1 1 1 8
KF-471EH70JU KF-D10(固定金具),KF-D33×2(固定金具),他標準付属品

小便器用手すり
T112CU22 T110D36×2(固定金具),T110D44×4(固定金具),他標準付属品

2 1 1 1 5
KF-701AEJ KF-D30×4(固定金具),KF-D21×2(固定金具),他標準付属品

背もたれ
EWC383CR T110D37×2(固定金具),T110D44×2(固定金具),他標準付属品

3 4 2 1 1 2 2 1 2 1 1 1 21
KFC-270T1U KF-D16×4(固定金具),他標準付属品

キッチン
建築工事 水栓、給水管、給湯管、排水管の接続は本工事

(3) (1) (1) (2) (7)

流し台
建築工事 水栓、給水管、給湯管、排水管の接続は本工事

(1) (1) (1) (1) (4)

スクール流し
建築工事 水栓、給水管、給湯管、排水管の接続は本工事

(8) (2) (1) (2) (13)

ユニットシャワー
建築工事 給水管、給湯管、排水管の接続は本工事

(1) (1)

衛　生　器　具　表（2）

社会福祉法人可茂会 可茂学園建設工事

A1:

A3:

Ｍ－００７
衛生器具表(2) 2025。3-

-

電気温水器納まり参考図 ハト小屋貫通部納まり参考図

（現場打ちハト小屋） （既製品ハト小屋）
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